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き

ひl二レp~・二三在、，こにさらに世引を訴じ Ió- 0 め除g~T'ðら ~l' の

か守 ます.二れかち，設さあ、こし乙ゆくべ、きだ、ヲフロさしあ?と》、

討し lτG.， 2つの理由を寄付‘てお、く。

ヨ巧"現ユに〆金現象が長ゥている.主主用邸ぽ性格の藍零性τk'~ }tフ

¥(Uii吋しの閣にをこの樋戎l亡白けざで 3と¥¥うこと。積立主人類急7水、す

きI二時らかに乙たように〆性待問R、ごを広，人君E:l箇〈ろ苔で弓首勺7き喫

hE と L て 1で 1屋ミr~ われ J乃札め主j実と，高ブ77吾照明芝提月さす多角視

のひとつ idめだ b す7きパコちノ モことfd.. え習が境産と Lて良黙 l二3

sy土;;sと，苦言費者として託号生周に局三仕っさと 7芦¥興型的た新 J)結

人0'、耳、リ、 をこに，わ叫uηνUd，t¥ 1三勺のすた岸め留め科有申c際 1う

あて~ニとn-，'、さきミ~7f' ら. さあき。以と/さ， I ¥ ~や、 こと改あさ諮

るさ手で eToく， われわれとのにわUl0周舟対意1-主酉さ吋〔た琵辞三と

7吉フ之I\~のか E 仁川だい o

二lr¥に旭う 5に a 生孝之め理由とは.fElセα人 閣σ〉生と豊島とを多

えようとす以ぽ性別を皮ぎに同事モ語云こと-t/Iいをき Eいこと、で、

あらそ取にt 11'~わらず世矧を主題と乙.明弐代芝手モみr 仁意志むた

街IE. めは1肋 UU~Jうぎりにt切ら忍さすぎ‘ ðJうに息}f) 4't .gロ人間

酒創立‘削タトたく J をき自の安佐~性穏芳去の~ブ.，../こ積たえて l、さ，そ

こで芭白1](う什ど~環定住岱，性別で、 ι 7t 、あクえ疋p~ と~札

l:).4'. ID LrL ¥{) t-rl~ ，告白1本か、いやおう怠しf二健~ごφ性別と I ~う場主主

性の主貨m'~ 1¥ 7が広三モめをJ3~丹、/角色ラ ~f良リ床研ft二見匙め で あ1

く~ 零郁‘あるた'3 フ o この作業かヰミチ7 ~荷廷に 0~写めら机ぱLぽ〆ど主ザし

ポ，直嬉的fこか迂回目勺f二17¥.I世君Ilた起因すしくだ主連照すき祉をミ的R..

筆宏11・抑圧換制を告裂に. をこからの解放 ξ込町亨三現代的疋運動

一一一しぼしぼ w倒的<sLtbe同市汐? とよひ尽らの寸 4'1之J¥き一一ー

の，理芦鞠鳶基盤に港岸すきこと寸ら.不珂省民l日¥¥、モこ予趨ざ

れよフ o

かく二して. ).h \，(し町れ l手，性領域め 7きがから，まO/~性別と~¥う聞
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琶をえらひ、 ζ'). この黒/-trの壮引の胃理的活需をこころみzめと3

3らみ o

二こさ 当然，だめよう芯疑 問7下足禾さ臥て e.不足主義はおいき

あろう口調はく，性宅11 のよう土‘安二ヲミ耐に~~~事柄E とりあげ、 寸

色素0"るごと fさノ/まむ《がら黒竜麻で 1;3..汚 1¥/7'亨 生物き的車事政乏

モ「て人体をとり ffi阜、うとすき芳黒色怠ら 1¥ :Ynι ら司、， を孔以上句 1)帯

結E~空包q に関寸ミ員誌にヨとめるコと耳 z ごど fミ，ぢ寺芯 l ¥ヰ巴謎さは

芯¥¥めか?

手私語弘Y匂16実想!こd:lft/d-"，早/々と!字帝京 L豆いに片立 Lあう崩

E的主恒三J¥芯 0)(季五勺て. と下ζラメL国盟住モ二q 1¥ ef'、れかに}昂産主乙て

い d ，を L之，現にわ斗tlf) tt¥. 1J.." 乏うして~~以外)こたいしスと.牲21\

応 a 守主受ろさゐ}わし札Lわけにめ主主A 占こして， 理号室守 ，ぐミ~t: C-'lさð) ~o を

はしについ之思案を童ぬるとしてモ，すむに吉在でt知ってい dl以上の

ことか、わがきわ庁て:'/~ 0 ¥¥、号Eするに. -W/d-与も.台!古賀たきのだo が

9に，をσ"ef、以否であヲ戸三 1). 1 \司、れ~、 モラ疋かったリ. ， \ët リ ~íJ\

l二fà-うた p." ら B かったリするぷう尼，国主ι1三男 /tr o> 宇与 さミ~堤乙

ぎ ~l\.. 怠 l \え商担保や主事長~. 雲Uf主さ爪 7三とすけL位、，を帆 fð. 常軌左々ト

比したi卑践をJ; g かノJ5 ~d' G'-.巷くむ々さ嬰羊ミあ号、 とdf1"&ざ以

き尽かた悶あるê- '~' - 0 こ仇ょう忌，性忠11に関可s長掻JS.2令尽

きう Id. $固と Lてlわμ'Uf)Lrl.今巨費込電哉、訪うちにさとえとえろごゥ之ハ3

同だ7礼二こをしだ素朴住居n簡に主つ再ミリ広，性別豆、七面白慎ぐ筒

主的に飾り直守ことにこけLっ~ゥち巧言F末毛芯 t¥ ，と畠之2，1=きろ

?D 

とこ 3~\，牲~\包，けコu\わ日ι亦芳三乙かちさあ~~りそ--- ，あ、そらぐ

「手ろかに侍るプア l二，あやふや芯毛め Gðろろ。まず，写ろく性岳~~-t0)

)/ir (性酌 0=eC万〉と¥¥う対立εたてて p 二日、t:::s細仁玲きtc. <:こ

手十さと可t{'¥.t S' .をlI-l を単一め沼模たよって迄ミ~-trたせ呂ことId国撃

さあろことに，号ミ利サヴ3乏乙患い夜、ろう U かく(て，現/なた主，

きまさ‘~~斗くさくたど乏~‘自陣司君ち岱，気質ず食事1\ ...、 )にあ、

!寸 3国l~史的怠詰対主工予湾叙とした向1向性向よ 3 尽モ司に，た手、らげら
-3ー

I-=- ヂ7僻 ι 之(事うこと仁厄~ 0 :rち l二 J 写号/むfd.. フ J(O、に若干夜しあ
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互にi麦送 ζあ {，〆表裏さとお L 之応隠す~，積王室さあろ、 とl'う理解モ

立た，生ま U'L Z て ~o 芦三 ζ 乏足、， SUhcJ/や L'rC!.rの 析 茨ε会主更に
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比投合議丘E乏!込山C 1:;明柄、少く尽く，をのため，牲をめぐ「之お

ぞ前前半!こ康問二rO-l1と遅験q委く Id.-， 怒令か.!J寄付i達U¥.(7)モめと志
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乏ζ 急、/ こ之と今めνしめl;t勾最終砂よき偉業自標広，な喜代1て新5

L. ¥ \唇~. ~王寺刃き旨タ知更ををふきミ之乍ら，住〈沼[)た男君主は一貫t
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く禾曳Fそのたわ，会焦Bぐ溢~)

2、イ生今?向 一一急梅白性同勾議雇---

く草稿f手也来たのだ万六， そっと新しい資料を干 l亡入件，\ g 予定~お

3工1-，長ぐ 7与Dすき"3α 弓/主当局在〉

ろ. 半恵子易 /ー 、
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楠爪大三郎

D2.11之さの鳥性/士主性Cろ対江!芯， 二め夜下回ぎた~， "E 12 '単に干~"'f\:向

{d-}:{江とし之定、け義入芝胤 E1示、〆芝ζ乃内喫は，性2;J¥晋主主たに D2.3)、

機供 自 性 矧 (D3)、!¥S的性兄J¥ ( Dヲ〉とし 2，3主f=-国 1注fヒミ爪ち

三とに 7き弓ロ

~ Z，ぞ工念色誌I三，自らさイ円支吉弘と Lて商ヨポ普及、仁て 1i a 0) ~，あ 67アJ

二q チr業系は，性只1¥令書三系として日置7立ちをつ o

D2.2 令葉子長q ラち，性~\関与的に，現事t(1ヒご~u c:r遺戒、引にあ

きらち君チt"EI 性別や7業者毛と lり 。

二二芝、 r司与E拘 p伺えればf斗とlき， t之お以.ss:u.re 0)用語之さあ

~o 

D2，3 柱別令書毛表o，~主 7芥 ζ、ノあ丞箇従f亡与ZGl1t~建設性的総

墜を，性~I\理基をとよβご。

とこ 3さ.

• F2 人は.性~\をうけとると回路に，世国慌買設をモラ庁と ~o

と l巧こと tr Jï ~o 牲見JI 自佐t. まE諸々め性支ハ主題室長(恒莞tl にきつ

わろあ札やこq1.:¥f7 ~1旬束，切i宇畏‘当走可思ど】モ三，意室長~ð).9 .簡C草

仁と、之区、とぞに汗与の規定住ろあ~かち.両吉)副長田こtltl ちが

モし叶LTa-n 1:]5:' ，トbUUわれ1~ これらを互いに厳格!と区写\\lZおく必零

険ある。

でF2伝3ラがす 毒事ミ. ←q1=2'-tYらおけ、乏し之[d¥ ¥ I寸忌い・・・ムとい

， 1三性~I廼疑問急く td.-宅建主的 02伝 1) • を0)ff!~む，fEきに~17口 L た

り自1¥存在 lG=.;J弓>2)二とが(時理由。!二〉忍き 3。ぞし.苛八?‘之0)1桂三1¥

毒殺が窓章、活勺ざ、~~ちの たら，~零尼寺霊長さ主治宣ô)きことに与づて.

性~11 に閉すき広らゆ 3 平都合乏儒æすること 1'"二不可従否、思 fきいだ、

。
、「ノ

フ
J

(ttι.性兄!げ，性主要史のFさずにと三α穏を3子:5しとあ‘り住毛与

た~ð荘。3教民乏保つモめとさあきじえι，性別ァ針案否毛布逢〈述意向に

穏向せ汎たをのだと/志， I.t¥ Z厄¥，-¥o 

D3 d523包1左7x、争tt的性支1¥0権院にをとヴいて実揮す丞く司従

盟込2ちる)磯皐モに造設ll1三世安11乏，取終的性兄1!と¥¥う司

Jリ阜体的には，ゎLt1.わU'¥.fd，プたの官三きるを下しラ 3。

D3，1 蒋縦割仁官さ奈さlHたt性ヒrd，令換する司従牲0 3ろ3モ

の(ま下三Id-，あうた毛の)芝、いう。

D3、2 禄能闘に包主暑さr 41.た耳中性乙!ま，人閣のうち-tr性て~1きいモ

~~、いラ。

つい~に， φ 尽の Dちユ. D5.3の定美に tアミ専芯， ttf乏モ主義仁て

あ、こラ o

P3.3 旦とぼ， tr性の議健酌尽現実質基をあ ~o

. D2.4 間Jlφ恒左表示苛~'く環築イ℃さ肌てあ~/種々q穂散 命 (宇工却特) )とさ三， 1連能的仁笠室長、寄ることは，ìÎ量生~1ð- l\CD3.2

を‘社会的性微ヒ t¥ラ b

主主主的世徴:e.~関関東α 一苧きあり . 室土箇徐に一種q記号向性

忠印刷 する o鮪名，輪投滋，鱗，壱辞遣時どに切除こ寺

町L さ社説中世教降，社会íF.'ゥ協同窓11闘志望聞として福戒、~れてV)

3こと芝，汗ミし ZV¥る o

• H凱11 令業再515 ，実Z全に~怠的cu-bìtniá宅に組λたてられさ校序
ーワー

をれよ)b 

1意有モ向存性別とkJ=， 産むト↑生/産ã: fcf~ ，柱、と\¥"7対主之さあao二

の r産も」と¥¥う穐従l手，妻帯、q 立:産によゥてようや<特註立 l(¥，

~よラ1ð-.:e ø をおき o t刀、 ζ. (事後的/=)結局産手伝¥¥男色.

(末段煎無羽~~.恒R望子区庭、、をの刊とふく不全々、て J-f T手\t\ と判らTð-い

原因によ弓て〉産め号、¥場合，ある¥¥ t立. (開催期I~~の摘出Tð

どによ「て〉差。ち To-ぐらった湯合乏e;y.，て，せ慣を穂積ψ守l之柄徴づ、
-8-



lヤて 1¥~のは，

海爪大三却

をラ Lた 機 使E巽揮する単1oS Pf~モ}↑主fさの倍、

F3 耳目1¥判定広，蒋鮪モ卸1甥 1¥乏‘予料する。

Eζ乏区、，ヒヨコの鑑定主と t¥ 5職業/1<;、ある。艇に Lたばすうめ

旬千司という=マトリ σ)冨切可甥IlE・臨時1-つごP勺台、殺り尽く判定三

仁之 1¥く仕事三さあき o 局顎君、広才ス亡隆三三ナ六、足く〆 ι?を安司下

路市生どちいたグU 半H包作業にId-兼世主芯脅筒:き零苓 ~o ここを，守ト

移認め私tt左初小川己判定~IX\ごい~(乃 Id:...ヒ3コtJI:~啓之たh

Rとを廷掬ξ産むずと?ラか、と¥\う.穂高モ的性~\\1与のそ季五る。

D2.1 ， 02.2. F3より，

百11 月生月1¥令業系l手ノ蒋筒号制問¥1二基礎とア |γちl.{lてl¥~。

併平金資k方形状は，得策的協1¥とp 蓋尽的に帝王ひっくにすぎ忘れ。

03.4 EZ従負制的I~-:者容に対乙てノ作為的に穣形を与えう z こ

℃ 芝 F く場権的〉時間IlC間当主性というo

今自の校対木造之さと豆，匁ト~的存J武午前， i下lしそ三〉寝与等専により，

支金に今~ ~t した件牲還ならなに喋乏夕刻生建立志、七，反対φ性引のぞめ

!こっくりがえきごと/1.'...記令に司熊をおさくいわゆ忌. γ1f邑短県ミ子

}fC.1. )。

をこさ，~想的活場合を乏乏仇{d:，、反のよコに主Z~ ~\あろうロ

1hz 者支脊匂守恒矧にま ~f庄支引の百I塑性7ず医ぺ仁王、，性嵐広史全!と

淀怠闘と芯ふ

これは.乱暴侍患いつ討に彦三?と，厚毛布ろ食乏をむき事重量〆あろいId.

-tr.かろ役E産3 危\\事亀|二租当すき o 偽者に~/栴来冬子10実現百1

能性"，.2y; ~。仁かく，

F4 性足1¥ζろ可塗性広p 包下q とこ 3...蒋能的‘儲1¥に5尽IJ志

川。

-9-

Eわヂ1$ 思，トて，脳科7如、人鯨骨nの令都民，と似

た D われ~h1{t，0)主義三きは，ヰ怒声モ自明自l¥，広，あらゆき頑張l亡 史 江 勺 で

自然酌社存α うちに迄可否， ιt=.-rf' ..，之，蒋主定的性究1¥さと収自体応、

性剤ヂ7委主系σ/もすに尽色まll¥尽 l¥ことに7ab。性宏1¥17業部C方言芝草可

侵性仁ついて陪，最後にき争ずミ30

ここ三~，じり議蓉誌をまとめてみLt\.~"

刊 3 顔 色 的 協1¥と，社会的性引とlざ〆有1設にrnouυわ

きo

0~ 

(})Tð~ ち〆悶君!三， 用ーさを~\\ζ ，領前走(了"mmo"1:{lJ乏)~そたい

C/)~、京 ~Q

産主怪涼め主主~I之主勺 Z ， ~以わ仇のも念z; r芋， 主E殖と性去をとが‘

異色るふたつ σ領域0-あきことtJt..~ I ~手三ちます~台 l二 ff ってき之\¥ ~.; 

毛とをと， ヒトにfd.f住居顕tf.'IJz.什之司、リ.匡殖と守主竜とが合結 tゃ

苛17'づたのさ、a;aoをと 3'.;肩鱗毛左陪o.th，性芳nqnさFひとつこ方面.

f注兎今場祷lこ自を主主むさう。

わ取l{)4¥.(d:.知人的お@q全域別主権践と苓乙ノミと ζ ミ!IOj性宏¥¥"E 

官官室とす doます1、ノフきめ根津寝定芝与三三 D

D4 株主蓄左翼曾冶句箇1律とし之 Lきことを.気事ドイt~こ l\ う。

f也琶を「屑7定的に L与-1(二花氏官性的と(S二と芝零Eす30

D4-‘1 

開:11

馬体的たt蛇，苔を，あ3性E訓じろ箇左モ吋た箇体として乙 3

ことを，情髭均安ヰ苛芥イヒYこいう。

代空芭C為 J世主õl\と要?きった色J三性的対芳元fヒ~行うことを/ト住

血茎輩、という b

昨)lh ~ lhlo-.伶琶を性的な河KとLてそつのみさ!立尽く. 自号毒芝，

4鋭句怠岳己把再 σ3 モとに子高~，之レ1 '5r 。

-10ー



D4.2 岳写語乏. あ号性宏1¥のt宣を毛弓?m態として、

性岳勺白戸把持という o

構JT¥.大三郎

ιろことを.

主L1しー 祉会fヌヲ国俸の事律問生加を杷工す3儀礼一一lま，時強勺白

百er奇乏免時て古すベ、くでき~き o

D4.21 自ちα世ヌt¥と畏7手った性的自己杷持を行うこと芝，性

則自1鐙と三l¥ラ。

fきあ、‘性的自己把持守、ざのよう仁麿m白立川 hプ?についてId....Hワを

hて思し ¥'¥0

聞はあ混蔭沼怠的芝、あちから，目性、守色とい， 1と取急は、

憶主!こ湾症す忠良零折、あ ac

D4.3 

D44 

自己~M-す三性ち11 の包と一致すきような促琶の、サ卸勺対

岩町七三三， }fiV性自坊~阿ヒという o

自el巴鳴す五性別の笛と一致し怠l'd5 7.主従琶の，性的

対完'cfiヒを.安1生活守対枠f℃と竹ラ o

ミのよラ!三芭ゥてまわフたちいjきに1喜三の/d.，窃唱芋孟が怪宏1¥に依来町せ

ヂ， I~呂場幸男主として，間性/安住芝志ミヨたいがちに、恒夫主ら荷l\ o

きて.~;(的'"場面之さ!志え降、フ刷こ性的ち在室として.宿主主

に出会う-0

D4.5 

D4‘6 

T国~~、馬場αfぜ奮をを仇としり，他吉モぎたをうすきこ

とち，耳目亘対宋下fにと'¥':>0

身俸の祖互牲にt とずい乙奪三兎ごrl，¥1.否荏垣対訴イヒ"E:、生

穏i系と¥¥ラ。

す7さ的ち(可パ之@立才人鴎1為~， 性関係芯あ手。

D4、ワ 段往α童福相互性 に モ と ザ1¥て鞠土同調豆納イじ

-11-

1， 

を‘性安関係とl¥う司

04.71 l性警震h害、のラちにあ、かれた自性E，住俸と L¥う。

D4.ワ2 性関係かち牲を思i系人仇発言孟がとどめらu¥.きことを.

卸売口と l¥ラ。

多〈 σ〉公R蒋今足場面否!手，~I\n-'互n に執聞きあさにそ三かがめら弓"

号令~Î判生体長りうさ町民性m'，全く汲却さ川て\\ろ。をlt\.は，性関

保水不在きあ 5ことを主主A+.tr子，均和作用のイr在芝意Eまず3。
04:7 から.たφ定義芝みち ú' tT~。

D4.8 

D4-.S1. 

D4.82 

助協の亘宿泊予担萱住にモとずいて租豆対森イヒ芝雫現す

るこ z芝.竹生兎と1、ラ

性刃!の~聞かくするちの白土σ〉恒要1::.，国怪奇き三こ l\

フ。

性:l!¥(j)包乏実 l之 q~ モの闘士σ〉性交を，要性主主と\ ¥う D

上σぅ自性湾/畏性漫のをき主~， 主土色話";1関川本葦に立ラて.下 L 之

あち。

性実穂貸さ、性契H芝予三えð てき、主主かた主17' に停誌葦註く隠~4'\ S信愚

前、あdo をい fd-.1間性菅/安世受をめぐ3声聞でちあろ。保漁、とよけに

博¥安性主主l'dr-自然」起とと乏535Jろから，人~ 't.1.}¥ ~雫現す冬、 2

L之，間性のえ々を，性意cろ対芳Eと!さしおれ毛の苛めだ、という o

l17' L ，通怠と L 之向性念台ゲ猷1\に羅aきざし降立~ñ:湾jこ徹包す

I1l /~'~λ類α半令乏&)ら力、 6' 品性意向対苛ロヂ~1ì芋除仁之 L まうこと

げr ぎわA て菜室不足否あろ、とモちいうろことに足寸、〈一~_ê ゥと

毛. ~l三、メム毛色α半令市、残フていろからい l ¥ ~~ fd-¥¥ tl'、三こいうちえ

ヨS-=t;ある 1さ3うが， ①人は，怠tt:，一掃涯に畏性意へとごtしむけら

れ芸のが? ②芝川 lこでか、}tつら"$';なでう，庖抱雲市立汽に1ミ在ι

ラ ~Cちか14時1\的補、ごのえっa間1 ，にことえ吉守Cろを怠tTLft 

lぎ洛急事l¥ 0 ①、②!亡こた乙~昆議論を.写ヲ R向、~尽U つれて~
-12ー
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下三。

き司、 〆事 :.10¥哩橋31d， 1生可愛|古一種ζろ宰供だt 乙方z， ~ とこ 3 力、 ら、

出発すちロ

H1 ~生漬「品ノ人 め匡得后勺省吾廿であろ O

Hl.1 人 はノ野Eσ)性徴lて反ねす三回路~rKl賢し之い三 o

Fぢ 人ほ，冒諜前日顎2;明書花、 乏Io-えている。

F6 人は，圏実Ef集Id-宇土色白勺ト1生歓乙事長件南町として働く〉を

そこ存乏て¥¥ミ o

百14 異性宅宝尽， 人Cろ生得的保17aJ芸道克己5巧ミ与。

己o仁 間性葉区，長引 l~ 条件ヴけCろ 1前町ちできあ ðo

第乞 の克輪i手， つきも乙乃さ5芯モq 下さb

H2 ~笠理主~，き習ざ ~n. S b 

H2.1 λは〆白モC乃牲忠， ~ぁ、よな「間Il唄授をミ妾iきをす三 O

H2.乏 人fd:-，促琶の性到，およG市ロI~迫畏芝をきすào

ιTヂ.:5t二.

Fワ 空性号室↑主/正漁民的否~三 D

Thぢ 要性意7問題長イヒごrlt\.~ ム

H2.3 ノにじ子，世主tJt'雫性号室として壊さ貫主U'¥2，々、乙との哲惑を.

、安定三すd-lt

a 刊吉、1 人は，要性琴左美曳す~o

cc仁 宅三現羽L丘四住きさは，き段斡\Q'~Ö t1

二小ちの擾静!志， ¥.. ¥布、Lh.芳，間性医/要性交の対主工侍，疑問仇余

党尽く，零笥存世震の対主をあらわしてい~，之ラちそン之\\ ~o しか

しゅ叫しわtKfユノつぎめよウ仁惹乞之J-tミエコ一一寸司性電電くたち》

|手 I ，t問 Icう畏最fI.忘れの之さ尽尽く.下三ぢ，想表的ち悶牡言。怒。仁.

色らめ寝食表劃二ふさ~し L\ 妻宅司芳年き弓世主し之\) ~~ずさ‘7ð l.-¥φ 

Ci:/芯1d-¥¥プ子、 と o

-13ー

a 

H3 牲蓬1d-.相豆q雫性自h本 fむを前痩とすき o

τh6 回世究室区，つぎの "CJt昨l11、の対量生ヒ生C、 ð~

の一方|ミ性~t白l鑑、板立方向世E刃陵認:孫、、あ 3 とさ。
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